
 

 

 

 

 

 

二学期を迎え 

校長  泉田 巧人 

長い夏休みも終わり、二学期が始まり

ました。学校には、子どもたちの元気な

声も帰ってきて、校舎に響き渡っていま

す。学校には、主役の子どもたちがいる

ことが一番だと実感しています。夏休み

の７月 29日（土）・30日（日）に各地域

で、８月 27 日（日）には熊川住宅で、

夏祭りが４年ぶりに開催されました。 

子どもたちは地域の行事に参加し、屋台や 

盆踊りなどを楽しみ、とても有意義な時間を過ごせたことと思います。また、８月 25 日（金）

には、ＰＴＡ主催による、「五小 クリーン大作戦」が実施され、児童・保護者・ＧＣＳ・ＰＴ

Ａ役員等 30 人ほどで、校内の流しを掃除していただきました。また、その日の夜には、校内の

ナイトハイクのイベントを実施し、児童・保護者等を含め総勢約 250人が普段入ることのできな

い「夜の校舎」を探検して回りました。保護者、地域の皆様には、夏休みを楽しく安全に過ごす

ことができましたことに感謝申し上げます。 

さて、２学期には各学年で様々な学習や行事が予定されています。９月 26日（火）・27日（水）

には、第５学年の「名栗自然教室」が実施されます。５年生の児童にとっては、初めての宿泊行

事です。名栗自然教室という、学校とは違った環境での様々な経験は、多くの学びへとつながっ

ていきます。大きく成長するための一歩となるように期待しています。 

11月 22日（水）は、令和４・５年度東京都安全教育推進校の研究発表日です。この日は全て

の学級で安全教育の公開授業を行います。本校のある地域は令和元年の台風 19 号により多摩川

が氾濫し、避難勧告が出されました。そのことも踏まえ、本校では災害安全を重点に置き安全教

育に取り組んでいます。子どもたちには、まずは「自分の身は自分で守る」を意識した行動がで

きるようにし、その後に各学年の発達段階に応じた教育を進めています。今後も、学校・家庭・

地域が一体となり防災意識と実践力を高めていけるよう御理解と御協力をお願いいたします。 

２学期も、様々な教育活動を通して、子どもたちの学びが深まるよう、教職員一同努力してま

いります。 
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